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(57)【要約】
【課題】施設内における内視鏡を管理する技術を提供す
る。
【解決手段】洗浄履歴記憶部６６は、内視鏡の洗浄に関
する洗浄情報を記憶する。登録部２２は、内視鏡の洗浄
情報を、洗浄履歴記憶部６６に登録する。非洗浄期間抽
出部３０は、洗浄履歴記憶部６６を参照して、内視鏡の
非洗浄期間を抽出する。閾値導出部３２は、抽出した非
洗浄期間をもとに、内視鏡の非稼働状態を判定するため
の判定閾値を導出する。非使用期間抽出部４０は、内視
鏡の最終洗浄日から基準日までの非使用期間を抽出する
。判定部４２は、抽出した非使用期間と判定閾値とを比
較して、非使用期間の方が長い場合に、内視鏡が非稼働
状態にあることを判定する。表示処理部４４は、非稼働
状態にあることを判定された内視鏡の状態として、非稼
働状態にあることを表示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の洗浄に関する洗浄情報を記憶する洗浄履歴記憶部と、
　内視鏡の洗浄情報を、前記洗浄履歴記憶部に登録する登録部と、
　前記洗浄履歴記憶部を参照して、内視鏡の非洗浄期間を抽出する非洗浄期間抽出部と、
　抽出した非洗浄期間をもとに、内視鏡の非稼働状態を判定するための判定閾値を導出す
る閾値導出部と、
　内視鏡の最終洗浄日から基準日までの非使用期間を抽出する非使用期間抽出部と、
　抽出した非使用期間と判定閾値とを比較して、非使用期間の方が長い場合に、基準日に
おいて内視鏡が非稼働状態にあることを判定する判定部と、
　を備えることを特徴とする内視鏡管理装置。
【請求項２】
　内視鏡リストの表示画面において、内視鏡の状態を表示する表示処理部をさらに備え、
　前記表示処理部は、非稼働状態にあることを判定された内視鏡の状態として、非稼働状
態にあることを表示する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡管理装置。
【請求項３】
　前記非洗浄期間抽出部は、前記洗浄履歴記憶部に記憶された所定期間の洗浄情報を参照
して、内視鏡の非洗浄期間を抽出する、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡管理装置。
【請求項４】
　前記閾値導出部は、非稼働期間の平均値をもとに、判定閾値を導出する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡管理装置。
【請求項５】
　前記閾値導出部は、内視鏡の型番ごとに、判定閾値を導出する、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡管理装置。
【請求項６】
　前記閾値導出部は、内視鏡ごとに、判定閾値を導出する、
　ことを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の内視鏡管理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療施設における内視鏡を管理する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、使用予定の内視鏡の洗浄履歴情報を用いて、内視鏡の洗浄の要否を判断
する内視鏡部門サーバを開示する。特許文献１は、内視鏡の洗浄処理に対して衛生度が維
持される有効期間が設定されており、有効期間を経過した内視鏡に洗浄処理が施されるこ
とを記載する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１９５８６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　医療施設において、内視鏡は、その状態を示すステータス情報により管理される。ユー
ザは、修理に出した内視鏡に「修理中」のステータスを設定し、廃棄した内視鏡に「廃棄
済」のステータスを設定する。このようにして医療施設では、現在使えない状態（非稼働
状態）にある内視鏡と、使える状態（稼働状態）にある内視鏡とを区別するようにしてい
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る。
【０００５】
　しかしながら稼働状態から非稼働状態へのステータス変更は、ユーザの手作業により行
われることが通常であり、入力忘れ等によってステータスが適切に更新されないことがあ
る。また内視鏡の紛失や誤廃のケースでは、非稼働状態にあることをユーザが認識できて
いないため、ステータス変更の入力機会がなく、ステータスが更新されづらい。そのため
施設が保有する内視鏡をステータス情報とともにリスト表示する場合に、内視鏡が施設内
で使用可能な状態にないにもかかわらず、稼働状態にあることを示すステータス情報とと
もに表示されることが生じうる。そこで稼働状態のステータス情報が設定されている内視
鏡であっても、非稼働状態にある可能性を調べる技術の開発が望まれている。
【０００６】
　本発明はこうした状況に鑑みてなされたものであり、その目的は、施設内における内視
鏡を管理する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の内視鏡管理装置は、内視鏡の洗浄に関
する洗浄情報を記憶する洗浄履歴記憶部と、内視鏡の洗浄情報を、洗浄履歴記憶部に登録
する登録部と、洗浄履歴記憶部を参照して、内視鏡の非洗浄期間を抽出する非洗浄期間抽
出部と、抽出した非洗浄期間をもとに、内視鏡の非稼働状態を判定するための判定閾値を
導出する閾値導出部と、内視鏡の最終洗浄日から基準日までの非使用期間を抽出する非使
用期間抽出部と、抽出した非使用期間と判定閾値とを比較して、非使用期間の方が長い場
合に、基準日において内視鏡が非稼働状態にあることを判定する判定部とを備える。
【０００８】
　なお、以上の構成要素の任意の組み合わせ、本発明の表現を方法、装置、システム、記
録媒体、コンピュータプログラムなどの間で変換したものもまた、本発明の態様として有
効である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、施設内における内視鏡を管理する技術を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】実施例にかかる内視鏡検査支援システムの構成を示す図である。
【図２】内視鏡のステータス遷移を示す図である。
【図３】内視鏡リストの表示画面の一例を示す図である。
【図４】洗浄履歴記憶部に記憶された洗浄情報の一例を示す図である。
【図５】内視鏡リストの表示画面の一例を示す図である。
【図６】状態表示の候補ウィンドウを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　図１は、実施例にかかる内視鏡検査支援システム１の構成を示す。病院などの医療施設
に設けられる内視鏡検査支援システム１において、内視鏡管理装置１０は、ＬＡＮ（ロー
カルエリアネットワーク）などのネットワーク２を介して、検査室に設けられた観察装置
３、洗浄室に設けられた洗浄装置４、保管室に設けられた保管庫５、医局に設けられた端
末装置６と、それぞれ通信可能に接続する。
【００１２】
　観察装置３は、内視鏡で取得した画像データをモニタにリアルタイム表示し、医師によ
り内視鏡のレリーズスイッチが押されたタイミングで検査画像を取得して、検査画像デー
タを内視鏡管理装置１０に送信する。洗浄装置４は、洗浄槽にセットされた内視鏡を自動
洗浄する。保管庫５は、洗浄済の内視鏡を保管する。端末装置６はパーソナルコンピュー
タやタブレットなどの情報処理装置であって、医師や技師によって利用される。実施例の
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端末装置６は、内視鏡管理装置１０から提供される内視鏡リストをディスプレイに表示す
る。内視鏡リストでは、内視鏡と、そのステータス情報とが対応付けて表示される。
【００１３】
　内視鏡管理装置１０は、取得部２０、登録部２２、ステータス管理部２４、非洗浄期間
抽出部３０、閾値導出部３２、非使用期間抽出部４０、判定部４２、表示処理部４４およ
び記憶部６０を備える。記憶部６０は、マスタ情報記憶部６２、使用履歴記憶部６４、洗
浄履歴記憶部６６、検査画像記憶部６８、ステータス記憶部７０および判定閾値記憶部７
２を有する。マスタ情報記憶部６２は、医療施設における内視鏡のマスタテーブルを記憶
する。
【００１４】
　これらの構成はハードウエア的には、任意のプロセッサ、メモリ、補助記憶装置、その
他のＬＳＩで実現でき、ソフトウエア的にはメモリにロードされたプログラムなどによっ
て実現されるが、ここではそれらの連携によって実現される機能ブロックを描いている。
したがって、これらの機能ブロックがハードウエアのみ、ソフトウエアのみ、またはそれ
らの組合せによっていろいろな形で実現できることは、当業者には理解されるところであ
る。
【００１５】
　図２は、内視鏡のステータス遷移図を示す。実施例の内視鏡には、スコープ識別情報（
スコープＩＤ）および型番情報を記録したメモリおよびＲＦＩＤ（Radio Frequency IDen
tification）タグが設けられている。
【００１６】
　ステータス管理部２４は、内視鏡を「検査使用中」（ＳＴ１）、「検査使用済」（ＳＴ
２）、「洗浄中」（ＳＴ３）、「洗浄済」（ＳＴ４）、「保管中」（ＳＴ５）、「修理中
」（ＳＴ６）、「貸出中」（ＳＴ７）、「廃棄済」（ＳＴ８）の８つのステータス情報で
管理する。図２において、管理されるステータスは、矢印の向きで特定される方向への遷
移を可能とする。
【００１７】
　「検査使用中」は、内視鏡が観察装置３に接続されて、使用されている状態を示す。「
検査使用済」は、内視鏡検査が終了して、内視鏡が観察装置３から取り外された状態を示
す。「洗浄中」は、内視鏡が洗浄装置４の洗浄槽に装着されて、洗浄プログラムが開始さ
れている状態を示す。「洗浄済」は、内視鏡の洗浄処理が終了した状態を示す。「保管中
」は、洗浄された内視鏡が保管庫５に保管された状態を示す。
【００１８】
　「検査使用中」（ＳＴ１）、「検査使用済」（ＳＴ２）、「洗浄中」（ＳＴ３）、「洗
浄済」（ＳＴ４）、「保管中」（ＳＴ５）の５つのステータス情報は、医療施設内で、内
視鏡が使用可能な状態にあることを示す。以下、使用可能な状態を「稼働状態」と呼ぶ。
【００１９】
　「修理中」は、内視鏡が故障して、修理センターにおいて修理されている状態を示す。
「貸出中」は、他の医療施設からの要請に応答して、内視鏡を他の医療施設に貸し出して
いる状態を示す。「廃棄済」は、内視鏡を廃棄した状態を示す。
【００２０】
　「修理中」（ＳＴ６）、「貸出中」（ＳＴ７）、「廃棄済」（ＳＴ８）の３つのステー
タス情報は、医療施設内で、内視鏡が使用不能な状態にあることを示す。以下、使用不能
な状態を「非稼働状態」と呼ぶ。
【００２１】
　検査開始前、内視鏡が看護師によって観察装置３に接続されると、観察装置３は、内視
鏡のスコープＩＤおよび型番情報を取得する。観察装置３に設けられた検査開始ボタンが
操作されると、観察装置３は、スコープＩＤおよび型番情報とともに、検査開始を示す情
報を内視鏡管理装置１０に送信して、内視鏡検査が開始される。検査中、観察装置３は、
内視鏡で取得した画像データをモニタにリアルタイム表示し、また内視鏡のレリーズスイ
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ッチが押されたタイミングで検査画像を取得して、内視鏡管理装置１０に送信する。観察
装置３に設けられた検査終了ボタンが操作されると、観察装置３は、検査終了を示す情報
を内視鏡管理装置１０に送信して、内視鏡検査が終了する。
【００２２】
　検査開始時、取得部２０は、スコープＩＤ、型番情報および検査開始情報を取得し、登
録部２２およびステータス管理部２４に供給する。このとき登録部２２は、スコープＩＤ
に紐付けて、検査の開始時刻を使用履歴記憶部６４に登録し、ステータス管理部２４は、
スコープＩＤで特定される内視鏡のステータス情報を「検査使用中」（ＳＴ１）に設定し
て、ステータス記憶部７０に記憶させる。
【００２３】
　検査中、取得部２０は、検査画像データを取得し、登録部２２に供給する。登録部２２
は、検査画像データを検査画像記憶部６８に記憶させる。
【００２４】
　検査終了時、取得部２０は、検査終了情報を取得し、登録部２２およびステータス管理
部２４に供給する。このとき登録部２２は、スコープＩＤに紐付けて、検査の終了時刻を
使用履歴記憶部６４に登録し、ステータス管理部２４は、スコープＩＤで特定される内視
鏡のステータス情報を「検査使用済」（ＳＴ２）に設定して、ステータス記憶部７０に記
憶させる。
【００２５】
　検査が終了すると、洗浄の担当者は、洗浄開始前に、洗浄装置４に配置されたＩＤ読取
部（図示せず）に、内視鏡のＲＦＩＤを近づけ、スコープＩＤおよび型番情報を読み取ら
せる。その後、洗浄担当者は、内視鏡を洗浄装置４の洗浄槽にセットし、内視鏡の洗浄プ
ログラムを選択してから洗浄開始ボタンを操作して、洗浄を開始する。洗浄開始ボタンが
操作されると、洗浄装置４は、ＩＤ読取部で読み取ったスコープＩＤおよび型番情報を、
洗浄の開始情報とともに内視鏡管理装置１０に送信する。洗浄が終了すると、洗浄装置４
は、洗浄の終了情報を自動的に内視鏡管理装置１０に送信する。
【００２６】
　洗浄開始時、取得部２０は、スコープＩＤ、型番情報および洗浄開始情報を取得し、登
録部２２およびステータス管理部２４に供給する。このとき登録部２２は、スコープＩＤ
に紐付けて、洗浄の開始時刻を洗浄履歴記憶部６６に登録し、ステータス管理部２４は、
スコープＩＤで特定される内視鏡のステータス情報を「洗浄中」（ＳＴ３）に設定して、
ステータス記憶部７０に記憶させる。
【００２７】
　洗浄終了時、取得部２０は、洗浄終了情報を取得し、登録部２２およびステータス管理
部２４に供給する。このとき登録部２２は、スコープＩＤに紐付けて、洗浄の終了時刻を
洗浄履歴記憶部６６に登録し、ステータス管理部２４は、スコープＩＤで特定される内視
鏡のステータス情報を「洗浄済」（ＳＴ４）に設定して、ステータス記憶部７０に記憶さ
せる。
【００２８】
　洗浄が終了した内視鏡に対して、当日の検査使用予定がなければ、担当者は保管室に運
んで、保管庫５に配置されたＩＤ読取部に内視鏡のＲＦＩＤを近づけ、スコープＩＤおよ
び型番情報を読み取らせ、保管庫５に保管する。取得部２０は、保管庫５からスコープＩ
Ｄ、型番情報を取得し、ステータス管理部２４に供給する。ステータス管理部２４は、ス
コープＩＤで特定される内視鏡のステータス情報を「保管中」（ＳＴ５）に設定して、ス
テータス記憶部７０に記憶する。
【００２９】
　以上のように、登録部２２は、内視鏡の使用に関する使用情報を使用履歴記憶部６４に
登録し、また内視鏡の洗浄に関する洗浄情報を洗浄履歴記憶部６６に登録する。したがっ
て使用履歴記憶部６４は、日々の検査に関する各内視鏡の使用情報を蓄積し、洗浄履歴記
憶部６６は、日々の洗浄に関する各内視鏡の洗浄情報を蓄積する。
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【００３０】
　またステータス管理部２４は、取得部２０が取得した情報にもとづいて、各内視鏡のス
テータス情報を管理している。以上のＳＴ１～ＳＴ５のステータスは「稼働状態」である
こと、つまり内視鏡が医療施設内で使用可能であることを示す。これらのステータスに関
する情報は、各設備から自動的または半自動的に内視鏡管理装置１０に送信されるため、
ステータス管理部２４によるステータス管理が確実に実施される。
【００３１】
　一方で、ＳＴ６～ＳＴ８のステータスは、ユーザが端末装置６のディスプレイにステー
タス変更画面を表示させて、その変更画面にステータス変更の入力を行い、ステータス管
理部２４が変更入力を取得部２０から受け取ることで管理される。そのためユーザの入力
忘れ等があると、ステータス更新が適切に実施されず、非稼働状態にある内視鏡であるに
もかかわらず、稼働状態であるＳＴ２、ＳＴ４、ＳＴ５のいずれかのステータスが設定さ
れたままとなる。
【００３２】
　図３は、医療施設が保有する内視鏡リストの表示画面の例を示す。表示処理部４４はユ
ーザの要求に応じて、内視鏡のリスト画面を端末装置６のディスプレイに表示する。図３
に示す内視鏡リストは、表示処理部４４が、ステータス記憶部７０に記憶されている各内
視鏡のステータス情報をそのまま用いて作成したときの比較例として示される。
【００３３】
　状態欄には、ステータス情報が表示される。スコープＩＤ欄には、内視鏡を識別するた
めの情報（スコープＩＤ）が表示される。スコープＩＤはシリアル番号であってよい。型
番欄には、内視鏡の種類（機種）を特定するための型番情報が表示される。スコープＩＤ
および型番情報は、メーカーにより個々の内視鏡に設定された情報である。管理名称欄に
は、医療施設において、個々の内視鏡を区別しやすくするために付加した呼び名が表示さ
れる。なおスコープＩＤ、型番情報、管理名称は、マスタ情報記憶部６２において互いに
対応付けて記憶されている。
【００３４】
　状態欄の表示内容に関し、医療施設では多数の内視鏡が稼働状態にあるため、稼働状態
を示すＳＴ１～ＳＴ５のステータス情報についてはわざわざ状態欄に表示せず、非稼働状
態を示すＳＴ６～ＳＴ８のステータス情報のみが状態欄に表示されるようにしている。そ
のためユーザは、状態欄がブランク（ステータス情報非表示）となっていることで、当該
内視鏡が稼働状態にあることを認識する。
【００３５】
　図３に示す内視鏡リストの状態欄は、ステータス記憶部７０に記憶されている各内視鏡
のステータス情報のみによって作成されるため、ユーザによるステータス変更の入力忘れ
等によって、非稼働状態であるにもかかわらず、状態欄がブランクとなっている内視鏡も
存在しうる。そこで実施例では、内視鏡の最終洗浄日から基準日までの非使用期間が所定
の閾値を超えている場合に、当該内視鏡が非稼働状態にあることを推測する仕組みを提案
する。以下、基準日はリストの表示日、つまり現在日（当日）であるとする。
【００３６】
　図４は、洗浄履歴記憶部６６に記憶された洗浄情報の一例を示す。洗浄履歴記憶部６６
は、内視鏡の洗浄に関する洗浄情報を記憶する。ここで「洗浄ＩＤ」は、洗浄を識別する
ための情報であり、「洗浄開始日時」は、洗浄を開始した日時であり、「洗浄終了日時」
は、洗浄を終了した日時であり、「洗浄スコープＩＤ」は、洗浄された内視鏡のスコープ
ＩＤである。上記したように登録部２２が、洗浄装置４から送信される洗浄情報を、洗浄
履歴記憶部６６に登録する。図４には、２０１７年８月１日～２０１７年１０月３１日ま
での３ヶ月分の洗浄情報を示しているが、洗浄履歴記憶部６６には、現在日時までに実施
された全ての洗浄情報が記憶される。以下、現在日が２０１７年１１月１５日であるとす
る。
【００３７】
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　非洗浄期間抽出部３０は、洗浄履歴記憶部６６に記憶された所定期間の洗浄情報を参照
して、所定期間における内視鏡の非洗浄期間を抽出する。ここで非洗浄期間は、ステータ
ス情報が稼働状態にあることを前提として、連続して洗浄をしていない日数である。以下
、非洗浄期間抽出部３０が、管理名称「ＡＡ－１」の内視鏡の、２０１７年８月１日～２
０１７年１０月３１日の３ヶ月間における非洗浄期間を抽出する例を示す。
【００３８】
　ここで非洗浄期間抽出部３０は、洗浄履歴記憶部６６を参照して、「ＡＡ－１」の内視
鏡を洗浄した記録が存在しない日を、以下のように特定する。
（１）２０１７年８月４日～７日
（２）２０１７年９月１５日
（３）２０１７年１０月２日～３日
（４）２０１７年１０月８日～１２日
　なお（１）～（４）以外の日には、内視鏡の洗浄記録が存在している。
【００３９】
　ここで非洗浄期間抽出部３０は、非洗浄期間、つまり連続して洗浄をしていない日数を
抽出する。（１）～（４）に関して抽出される非洗浄期間は、以下のようになる。
（１）４日
（２）１日
（３）２日
（４）５日
　非洗浄期間抽出部３０は、全ての内視鏡について、所定期間における非洗浄期間を抽出
する。
【００４０】
　閾値導出部３２は、非洗浄期間抽出部３０が抽出した非洗浄期間をもとに、内視鏡の非
稼働状態を判定するための判定閾値を導出する。ここで閾値導出部３２は、内視鏡の型番
ごとに、判定閾値を導出する。
【００４１】
　図３を参照して、医療施設には、型番ＡＡの内視鏡が３本、型番ＢＢの内視鏡が４本、
型番ＣＣの内視鏡が１本登録されている。なお図３に示す内視鏡リストは、２０１７年１
１月１５日のものであるとし、その時点で管理名称「ＢＢ－２」の型番ＢＢの内視鏡は廃
棄済となっている。
【００４２】
　閾値導出部３２は、内視鏡の型番ごとに、非稼働期間の平均値を算出する。以下、型番
ＡＡの３本の内視鏡についての非洗浄期間を示す。なお「ＡＡ－１」の内視鏡の非洗浄期
間は、上記したとおり、４日、１日、２日、５日である。
　ここで「ＡＡ－２」の非洗浄期間が、２日、１日、１日であり、
　「ＡＡ－３」の非洗浄期間が、３日、２日、２日、６日、２日とする。
　したがって閾値導出部３２は、型番ＡＡの内視鏡の非稼働期間の平均値を、以下のよう
に算出する。
（４＋１＋２＋５＋２＋１＋１＋３＋２＋２＋６＋２）／１２＝２．５８
【００４３】
　閾値導出部３２は、非稼働期間の平均値（２．５８日）をもとに、型番ＡＡの内視鏡の
非稼働状態を判定するための判定閾値を導出する。たとえば平均値そのものを、判定閾値
として導出してよい。閾値導出部３２は、導出した判定閾値を、判定閾値記憶部７２に記
憶する。
【００４４】
　閾値導出部３２は、内視鏡の型番の非稼働期間の平均値をもとに、当該型番の内視鏡の
非稼働状態を判定するための判定閾値を導出する。以上は、内視鏡が非稼働状態にあるか
判定するための準備作業となる。医療施設において内視鏡は、型番ごとに使用頻度が異な
ったりするため、型番ごとの判定閾値を導出することで、医療施設の実態に即した非稼働
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状態の判定処理が実施できるようになる。
【００４５】
　非使用期間抽出部４０は、洗浄履歴記憶部６６の記憶内容を参照して、各内視鏡の最終
洗浄日から基準日（現在日）までの非使用期間を抽出する。このとき非使用期間を抽出す
る対象となる内視鏡は、稼働状態となっている内視鏡に限定されてよく、非使用期間抽出
部４０は、非稼働状態となっている内視鏡の非使用期間は抽出しなくてよい。基準日は、
２０１７年１１月１５日であるとする。
【００４６】
　ここで非使用期間は、
（非使用期間）＝基準日－最終洗浄日
　と算出される。
　この結果、型番ＡＡの３本の内視鏡の内視鏡の非使用期間が、以下のように算出された
ものとする。
　ＡＡ－１：　非使用期間２日
　ＡＡ－２：　非使用期間１日
　ＡＡ－３：　非使用期間３日
【００４７】
　判定部４２は、抽出した非使用期間と判定閾値とを比較して、非使用期間の方が長い場
合に、基準日において当該内視鏡が非稼働状態にあることを判定する。判定閾値記憶部７
２において、型番ＡＡの内視鏡の判定閾値は２．５８日と記憶されており、したがって判
定部４２は、「ＡＡ－３」の内視鏡の非使用期間が判定閾値よりも長く、「ＡＡ－３」の
内視鏡が非稼働状態にあることを判定する。
【００４８】
　表示処理部４４は、内視鏡リストの表示画面において、内視鏡の状態を表示する機能を
もつ。
　図５は、医療施設が保有する内視鏡リストの表示画面の一例を示す。表示処理部４４は
、判定部４２による判定結果を受けて、「ＡＡ－３」の内視鏡の状態欄に、「非稼働」と
表示する。つまり表示処理部４４は、非稼働状態にあることを判定された「ＡＡ－３」の
内視鏡の状態として、非稼働状態にあることを表示する。図３に示す内視鏡リストと比べ
ると、表示処理部４４が、ステータス記憶部７０に記憶されている各内視鏡のステータス
情報のみを用いるのではなく、判定部４２による判定結果を加味して状態欄の表示内容を
決定することで、ＳＴ６～ＳＴ８のステータスである可能性の高い内視鏡の存在を、ユー
ザに知らせることが可能となる。
【００４９】
　なお「ＡＡ－３」に対して表示された「非稼働」は、非使用期間が判定閾値より長いた
めに、非稼働であることが判定されたに過ぎず、非稼働状態にあることを確定したもので
はない。そこでユーザは、内視鏡リストで「非稼働」の状態表示を確認すると、実際の内
視鏡のステータスを調べて、内視鏡リストの状態表示を正しく修正する。
【００５０】
　図６は、状態表示の候補ウィンドウを示す。ユーザがマウスポインタを「非稼働」表示
に当てて、右ボタンをクリックすると、「非稼働」表示を変更する候補ステータスを含む
候補ウィンドウ８０が表示される。ユーザは、正しい内視鏡のステータスを選択すること
で、「非稼働」表示を、適切なステータスに変更できる。
【００５１】
　以上、本発明を複数の実施例をもとに説明した。これらの実施例は例示であり、それら
の各構成要素や各処理プロセスの組合せにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした
変形例も本発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００５２】
　実施例では、閾値導出部３２が、型番ごとの非稼働期間の平均値をもとに、型番ごとの
判定閾値を導出したが、内視鏡ごと、つまり個体ごとの非稼働期間の平均値をもとに、個
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体ごとの判定閾値を導出してもよい。この場合、判定部４２は、個体ごとに非使用期間と
判定閾値とを比較して、当該個体が非稼働状態にあるか否かを判定してよい。
【００５３】
　また閾値導出部３２は、非稼働期間の平均値そのものを判定閾値として導出したが、平
均値よりも大きい値を、判定閾値として導出してもよい。たとえば閾値導出部３２は、平
均値に所定値α（＞０）を加算して、判定閾値を導出してもよい。また閾値導出部３２は
、平均値に所定値β（＞１）を乗算して、判定閾値を導出してもよい。いずれにしても閾
値導出部３２が、平均値よりも大きい値を判定閾値とすることで、内視鏡が「非稼働」状
態にあると判定される頻度を下げることが可能となる。
【００５４】
　実施例では、非洗浄期間抽出部３０が、過去３ヶ月間における非洗浄期間を抽出したが
、この期間は任意に変更されてよい。また非洗浄期間において、所定の長い日数（たとえ
ば１５日間）を超える期間は、平均値に与える影響が大きすぎるために、異常日数として
処理されて、抽出されなくてもよい。
【００５５】
　なお判定部４２が、非稼働状態にあると判定した場合、その判定結果がステータス管理
部２４に通知されて、ステータス管理部２４が、当該内視鏡のステータスを変更してもよ
い。このときステータス管理部２４は、「非稼働」ステータスを設定して、ステータス記
憶部７０に記憶してもよい。
【符号の説明】
【００５６】
１・・・内視鏡検査支援システム、１０・・・内視鏡管理装置、２０・・・取得部、２２
・・・登録部、２４・・・ステータス管理部、３０・・・非洗浄期間抽出部、３２・・・
閾値導出部、４０・・・非使用期間抽出部、４２・・・判定部、４４・・・表示処理部、
６０・・・記憶部、６２・・・マスタ情報記憶部、６４・・・使用履歴記憶部、６６・・
・洗浄履歴記憶部、６８・・・検査画像記憶部、７０・・・ステータス記憶部、７２・・
・判定閾値記憶部。
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